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会 議 録
部署名 訪問介護課

名 称 介護医療連携推進会議

開催日 平成 30年 3月留 日 (火曜日)

時 間 15:00 ヘノ16:00

会 場 いずみ館 1 記録者 1中島 喬生

議 事 内 容

○平成 29年度 第4回介護◎医療連携推進会議開催

1。 相良 康徳 会長 挨拶

今年度の開催が最後という事で今年を振り返りますと、大変寒く積雪も多く東北地方では

観測史上初の大雪、市内でも積雪に伴う交通事故、水道管の凍結もあり大変厳しい冬で

あったと感 じます。

早く暖かくなればと思っていましたが、今日は非常に暖かく桜も満開に近く咲いておりま

した。暖かくなり第 4回目と今年度の最後の会議となり、レジメでもありますように会の

最後は感想というようにしています。

この会議を振り返り委員の皆様から忌陣のない感想なり意見を頂けたらと思います。

それでは第4回目の介護医療連携推進会議を始めたいと思います。

2. 中津市役所職員挨拶 介護長寿課 介護係 中尾 実沙 氏
平成 30年度から制度も改正されますが、定期巡回随時対応型訪問介護看護においては一部

改正もありましたが、そこまで大きな改正なく今までのようにご利用者様が自宅で安心

して暮らせるようにサービス提供に努めてもらいたいと思っています。

市の方では人事異動があり来年度から新たに職員が来ますので今後もよろしくお願い致

します。

3. いずみの園在宅サービス事業部 部長 挨拶 谷ロ 弘美
定期巡回事業を開始したのが平成 23年 2月よりモデル事業から始まり平成 23年 5月より

事業開始当初 10名からスタートしましたが、今年度は月平均で 65名のご利用者数となって

います。全国的には伸び悩んでいる事業ですがどの県◎市に行っても伸び悩んでいる原因が

市、行政の協力が少ないというのが原因の一環になっているそうですが中津市では行政の

の協力、推進委員皆様のご理解、ご協力とおかげと思っております。

委員の皆様、二年間の任期ありがとうございました。

施設長
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議 事 内 容

L いずみの園在宅サービス事業部 次長 挨拶 伊藤 保幸
来年度より人事異動に伴い、在宅事業部の方で部長をさせて頂きます。

今年度以上に関わる機会が多くなると思いますので、今後ともよろしくお願い致します。

今津サポー 1センターの紹介をさせて頂きます。

今津駅舎内に居宅支援事業所が出来るのは全国でも珍しく、調べてみると横浜の方に駅ビル

のテナント何階かにあるそうですが、舎内に出来るのは全国でも初めてのようです。

地域の中にある介護 福祉・健康などの相談窓ロで高齢者から子供まで気軽にお越し頂ける

ように努めてまいりますので皆さんも近くにお寄りの際はぜひお寄りください。

5。自己評価・外部評価について 和間 亜紀

*別紙参照

*Q&A 別紙参照

6。看護利用者報告◎連携状況報告

あずき訪問看護 :連携型での訪問は 1名の方が継続して利用しています。

アセスメントでの訪問は 24名です。

連携型の方は降圧剤を中止後、元の生活に戻ることが出来ましたが、徐々に血圧が上昇し

再度、主治医に報告を行い内服調整を行っています。

降圧剤を服用した日や服用できなかった日などをカレンダーに印を付けてヘルパーとの

連携を図っています。

現在は血圧落ち着き週一回の訪問を行っております。

いずみの園訪問看護 :連携型が 3名。アセスメントの方が 29名です。

1月 2月 3月と感染症などの時期でしたが時に大きな問題なく過ごせています。

また、現在はガンのターミナルなどでの連携型の方はいませんが老衰でターミナル期に

近づている方がいますが、そのような方でもヘルパーが頻回の訪問を行い体調や内服の様子

など細かに情報をくれるので大変助かっております。

定期巡回サービス開設当初から関わらせてもらっていましたが来年度からアセスメント

などで主になって訪問に行っている峰岸 N‐sが会議に参加させて頂きます。

7. 定期巡回 随時対応型訪問介護看護 運営実績報告

どこどこサービス実施事例紹介 中島 喬生

*別紙参照



議 事 内 容

。感想

地域包括支援センター 江ロ 智佳子
今から在宅での見取り、またはぎりぎりまで自宅での生活を進めていくのに定期巡回、訪問

看護との連携が重要になるとますます感じましたがこれを下毛の方で生かしてくのかが課

題と感じています

中津市職員 介護長寿課 中尾 実沙
会議に参加させて頂き事例などを通して深く知ることができ、今後も沢山の職員や住民の方

が知る機会になればと期待しています。

医療機関代表 二木 久美子
病院では何かあると直ぐに入院させてくれと言われる、患者さんが多いのだがこの会議に参

加してお一人暮らしでも重度の介護度の方でも多様なサービスを活用し自宅で生活してい

る事がわかり大変驚き勉強になりました。
医療区分の低い方は入院時に長期間の入院はできませんと説明していますがなかなか受け

入れが悪い状況です。定期巡回サービスを利用することにより自宅で生活が送れる事が出来

る事を地域住民に知ってもらう事が大切だと感じました。

地域住民代表 冨岡 猛
民生委員をしていると情報共有ができていないと感じる事がある。もっと情報を教えて欲し

い。またヘルパーさんが入ることにより本人が元気になったとうい事を目のあたりにすると

嬉しいし感謝している。状態が悪い方がいたら紹介したいと思う。

地域でも半数以上が高齢者でサロンを開設したが徐々に参加人数が減り減った原因が施設

入所だったりし地域でどのよう生活するかが課題、サロンに出てこない引きこもり方をどの

ように参加してもらうかも課題と感じる。

利用者家族代表 岩崎 信一
義理の父が定期巡回サービスを利用している関係で委員の方をさせていもらいましたが、

普段は専門で行っていないないが義理父の様子をみながらヘルパーさんの頑張りを拝見す

る機会がありましたが外部評価は頭を悩ませることがありました。
町内の方で自治委員をしていますが町内会の方も高齢化しており隣の方がも90歳以上と

なっており他の地区でも同じ状況でないかと感じている。

地域の一人暮らしの高齢者は分かっているので夜、電気が付いているかいないかの確認だけ

ですがパトロールしてる。個々の個人の自宅に訪問するのは少し抵抗があり機会があれば

サロンなども重要と感じている。

医療機関代表 尾形 かおり
当事業所でも何かあれば定期巡回サービスにと言う意見が事業所内の会議ででるようにな

り周知と言う意味では一定の成果を上げていると感じている。

事業開始より利用者様が重度化していると感じる事例でもあったように住み替えの時期に



議 事 内 容
来ていると思う高齢者で住み替えは本人のストレスが大きく定期巡回を利用しているので

生活できているとも言えるが、定期巡回のサービスでの限界点も見えてくる事例もあると

思います。その中で今後、医療と介護との連携で医療者側の視点で適切なサービスを提供

していくかも重要になりワンランク上の検討事項になってくると思う。

今後は定期巡回サービスが本当に必要な利用者をセレクトする時代になると思うので法改

正でもヘルパーから服薬、健康情報などをケアマネジャーを通じて医療機関へ情報提供が

義務付けられていましたので定期巡回を利用しながら高齢者の方が人生を全うできるよう

に支援を期待しています。

いずみの園在宅サービス事業部 部長 挨拶 谷ロ 弘美
デイサービスなどは利用している時だけ、通常のヘルパーも訪問している時だけの安心だが

定期巡回は随時があり責任者が気になれば訪問が出来る。予定にない時間帯に訪問し服薬が

出来ているか、食事か取れているか確認ができ、利用者様も気にかけてくれる事がわかると

嬉 しく元気になり、小さな気づきからサービスにつながることもある。

小規模多機能にも同じことが言えると思う。

今後、医療との連携がもっと強化されれば本人様が望む自宅での生活がもっと長い期間、

沢山の方が望む暮らしができるのではないかと感じている。

相良 康徳 会長
2年間の任期があっと言う間に終わり、今まで外からでしか見てなかったのですが、委員に

なることにより大分理解が出来たように感じます。

国が進める地域包括ケアシステムに根幹だはないかと感じているが国の方ではまだまだ伸

び悩みを聞くと残念に思うが中津市の定期巡回は国のモデルになれるように益 の々発展を

期待 している。
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奉戴 簾幕虞第 4回会議開催報告書

事業所
名称・ 鋤 肋 彬 僻間-ス艇癖蜘腿 酸 重担当者1 中島 喬生

開催地 ・ずみの図 ・ずみ館

開

催

状

況

日時 平成 30年 3月 2ワ日 (火 )15: 00 ~ 16 :00

区分＼ 氏 名 出欠 分野 区分＼ 氏 名 役職

委

員

岩崎 信〆 @ .欠 利用名家綴代渋

事

務

局

谷ロ 弘美 部長

伊藤 保幸
在宅文投サービス事業部
次長冨岡 猛 (均o欠 地鼠住民代表

橋本 由美 訪問舎藁課 課長
尾形 かおり @めo欠 地域の医療撒閲代

溌

本間 亜紀 訪問介護課 主任二木 久美子 @. 欠 地撚の医療機関ィ
最

中島 喬生 訪問介機課 主任
相良 康徳 (め欠 知見を有する者

江ロ 智佳子 (み欠 地嬢包括支4蔓セン
ター

山野 英子 出(ゆ 違槻訪問肴叢ス

今氷 亜希子 *(め 連携訪問看護ス

有隅 たまき @ジ欠 連携訪問者滋ス

中尾 実沙 @り欠 中津市磯貝

出・欠

開 催 概 要
1。活動状況報告 別紙のとおり

2. 会議録 別紙のとおり

3. 委 員の要望・助言・評価 4. 左記に対する事業所の対応、考え方

タト部評価。内部評価は閲覧する事が可能ですか 今回の会議録と一緒に行政の方に提出しますのでそれ力
ら市のホームページにて閲覧可能どなります。
また、、ずみの図のホームページにも記載予定となってお

ます。

どこどこサービス利用者で実際に捜索したケースはあり

ますか

ヘルパー訪問時に不在時は捜索を行い安否の確認を
行っております。
行きつけのコンビニエンスストアが移転したためコンビニエン
スストアを求め市内を歩き回り、発見した際には疲労しきって
いる状態の時もあります。
転倒防止などの安全面と尊厳の保持、どこで線を引くか
が今後の課題と考えております。
不在時は安否確認行い発見時の本人の意向に添い共
に帰宅したり、そのまま見守るようにしております。

.

-

.

▲

・
・

5。そのイ也
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中津総合ケアセンタ
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場所

いずみの園コールセンター

　　　　　　　　



庭卿遜圃園随時爾廠塾訪問介護看護 闇震翻鐸麿 2o,ラ.4 。,8.3

剰
間
者
実
績

H29年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 日月 12月 1月 Z月 3月 総合計 月平均

豊鎌者 馨4 ◎4 ◎5 胃霊 65 67 唇ラ ◎ラ ◎5 唇5 63 ラ輯 ◎4.9I

前月継続春 57 59 ◎2 瞳1 59 64 唇③ 6③ 6霊 容器 6◎ ◎ラ3 容壬1魯

入院 Z 一 一 霊 一11▼
3 霊 4 霊 バ 4 盆◎ 181置

保留 d ◎ 2 ◎ 一 盆 ーTi
4 0 d 4 IQ 0.90g

新規 4 4 3 d 5 6 4 4 3 4 3 38 3、455

晦止(月) 3 4 4 3 4 3 4 ◎ 諺 5 6 44 4

剰照嚢織 竃1 ◎謬 鱈盟 ⑥◎ 樗4 鰐5 醤4 暇5 電器 鑓3 5穆 鱈88 62,55

利用率(%) 95,31 9B,44 95.③昌 SBフラ 98.46 97.◎I 95.52 97,◎I 96,92 96,92 92,06 〆 96,35

議看
痢嗣著臓

訪看剰用 7 昌 魯 ヲ 昌 9 ⑤ 8 ◎ 6 ⑥ 82 7455

アセスメント 57 辱馨 57 55 57 5琶 58 59 59 59 58 ◎③③ 57,55

, 禽計 磁4 鱈4 鱈5 唇雀 蕎辱 遍7 鰹ア 鐙ア 辱5 馨5 ◎器 714 ◎4.91

潤贈鰹響
種副

劇翻裏鏡

地域訪問型 辱盟 52 53 53 54 54 54 53 52 52 51 5⑱O 52,73

佳宅型 12 12 ‐i2 ⑨ " 1③ 18 14 13 1謬 i望 1◎ 12.18

禽計 遍4 葡4 辱5 鱈Z 縞5 ◎ア ◎ア 覇ア 65 嘗写 6霧 714 64,9I

世壷瀞宅徽

一人暮らし 35 37 40 書◎ 39 3⑳ 36 3書 35 ③5 ③3 3◎? ③◎.09

高齢者世帯 1◎ 7 6 馨 容 " IP IZ " IQ IQ iD書 9.364

豪族間居 7 ⑭ 7 移 7 5 昌 ◎ 6 ブ 8 昌Q 7,273

世施園搬
一人暮らし 9 9 9 9 9 9 9 IQ 9 9 8 99 9

高齢者世帯 3 3 3 盆 4 4 ⑩ 4 4 4 35 3182

合計 64 傷冬 椴5 遍霊 熔5 ◎7 67 縞7 辱5 BS 鰐器 714 64.9I

塵期巡圏訪問実績 4月 5月 6月 ア月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総禽計 月平均

地ほ或訪問型 実施回数 2980 3125 3026 3225 3296 3015 3148 3028 3235 33之O 2891 34289 3117,2

胸徽型 実施回教 フS9 958 776 661 プ91 ア99 912 io18 844 912 834 9264 8422

鰹瞳計 喜ア③9 4◎禽露 宣8◎霊 3886 4◎琶ア 雪国璽冬 406 ◎ 4046 4◎ァ9 423霊 ③ア霊5 43瀞5寄 3959,4

10月 日月 12月 1月 Z 3

要
介
護
『

利用者数(人) 23 20 盟 Z3 28 29 25 23 22 21 23 Z58 23.45

訪問回数(回) 709 ブ26 810 9リラ 1163 ID04 1086 884 858 802 699 9B48 877.i

随時(回) Z 3 41-.▼
3 9 ブ ◎ 4111

411 4 9 40 3霜穆◎

訪看
;禽巌塗 O 41,

‘ 噌 Z 2 d 4-ーー
d “ 41▼

IZ .OSI

アセスメント 猛禽 ZQ 20 ZZ ZG 盆ブ 盆4 2盆 21 盆○ ZZ 247 22.45

生活
状況

一人暮らし IS 15 " 19 20 19 17 1つ 15 14 13 IBZ 16.55

高齢者世帯 6 4 4 4 8 10 8 6 ブ 6 9 ブ2 6,545

家族同居 J11 0 0 0 0 0 0 0 0 4 41ー
3 ○273

要
介
護
2

昂逮誉数(人) " 20 IB 19 19 20 20 19 20 21 21 214 19鼻5

訪問回数(回) ID97 1261 1147 1129 1132 1145 1148 IZ68 1209 IZOB 1065 I題799 1164

随時(回) 5 14 7 4 IQ " 8 42 28 23 14 166 15.09

訪看 連携 3 3 3 3 3 3 3 3 2 3 3 32 2,909

アセスメント 14 ‐17 15 16 16 17 17 16 18 22 18 186 16.9I

生活
状況

一人暮らし 1I 16 16 IS 15 16 16 14 15 16 IB 169 15.36

高齢者世帯 4 3 3 2 3 3 3 4 4 4 2 35 3,182

家族同居 2 イー1l
d 」11

」11
」1ーI

411
」『1.

JIIT
41ー

イ IZ 1.091

要
介
護
3

利用者数(人) 11 9 9 10 10 9 11 IZ 11 11 10 113 10.27

訪問回数(回) 698 720 634 68G 691 476 561 625 607 754 716 7168 651.6

随時(回) 2 4 0 4{1ー
0 2 2 0 3 3 29 46 4.182

訪看 連携 411t
411

イーti
一“-.

4111、
2 2 ‘ 0 O 0 10 0.909

アセスメント 10 8 8 9 9 7 IQ 11 11 11 10 104 9.455

生活
状況

一人暮らし 5 6 6 6 7 5 7 7 8 8 6 71 6,455

高齢者世帯 2 』~・‘
イ1t

411 0 0 0 0 3 3 I IZ 1.091

家族同居 4 2 2 3 3 4 5 5 0 0 3 31 2.818

要
介
護
4

利貝尋者数(人) 10 12 11 ブ 7 7 10 11 10 9 6 100 9,091

訪問回数(回) 929 953 801 909 931 1041 1082 1085 1130 1197 1004 11062 1006

随時(回) 411 8 IZ 4 10 2 12 12 19 IS 19 115 ID.45

訪看 連携 2 2 」11
411t

I I 2 3 2 I 2 IB 1.636

アセスメント 8 10 ID 6 6 6 8 8 8 8 5 83 7、545

生活
状況

一人暮らし 6 ラ 7 4 4 4 6 5 5 5 4 57 5.182

高齢者世帯 2 3 2 411
I I 2 4 3 3 2 24 2.182

家族同居 Z 2 2 2 2 2 2 2 2 I I 20 1.818

要
介
護
6

利 者数(人) ③ 3 3 3 I 2 I 2 2 3 3 26 2,書64

訪問回数(回) ③55 4霊③ 41◎ 望55 170 ‐i68 1◎◎ ‐i84 違ラ5 建つ1 老51 霊鱒謬電霊偏遍辱

随時(回) 穣 ◎ 巷 ◎ ◎ ◎ I I 5 ③ I 雫電 I

読者 連携 一 4 ー11
4 ◎ I 0 ◎ ◎ I I ラ ○.@奪お

アセスメント Z 盆 老 盆 I I I 差 盆 2 老 19 1,72ラ

生活
状現

人暮ら」 一喝flt
一 べ 夷 I I I I I I I " I

高齢者世帯 ⑩ ◎ ◎ ◎ ⑩ ◎ ◎ I I I 0 謬 亀盆ラ3

家綾間居 霊 Z 題 霊 鴨 I I ⑩ ◎ I 建 i謬 1.1驚霊

匡均弁麗窟 霊。墓 謹選 霊.望 霊.塾 字筋 霊霊 霊1 匙。寄 遠望 雷電 盆1 〆 霊.霊字筋
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多能細遜圃随時対応型
訪問介護看護

日中 (9ioo~17;S9)

細三黒髪-扇採譜登高帯磁裏観察読まロナスで行け
・4 臓なえって錆終幕辱直後の不安感の為にコール回数

12義歯鍬護憲裾飽き懲確要撃製さ嚢1に
io鱈藁せ毒素腐鵠一斉擬審議酵行啓聖戦裏金

6 : --

　 　　4 , ・r r - .▼ - . ▼

　　 　　 　　　　
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

褐要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 ・嬰介謹5
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11月 12月 1月 2月10月 11
呂救急搬送 その他

60

コ蝉ル内容 (早朝、日中、夜間、深夜)

コール内容として閤鞘叱が多く、
次に術園不良。
転倒と硫いています。
救急餓透や病院受診も2ヶ月に1回程度巽・す。
2卿網棚365日ィ瑚かでも対応しています。

4月 5月 6月 7月 8月 9月

排澱 転倒 体胸不良

　　
　　　　　

　　　　　　
　

.
e

、,
,
ミ

早朝紛夜間愈撰夜 (18:00~8:59)

夜間も介認≧の方、そして
35 介護小5の方のコールが

多くみられ密r。

　　　　　　　　　　　　　　
か得られ、自宅で過ごせてします。
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

じ要介護1 要介纏2 要介海3 要介護4・・要介護5

÷,i.キー三‐一汁汁・:-÷‐r 一

郡長 ………:*;:::;

定期巡回の方は月平均して

夜間対応型の方は月平均して
7、5B回

コールがなってまず。

・A様 75歳 女性 介護4 独居
既往 :パーキンソン病と悪性関節リウマチ
移動:室内なんとか伝え歩き
排池 :日中紙パンツ、ノミット

“コール内容

3:43
『誰かが入ってきている』と本人よりコールあり。


